





























































































1 2002 年度 民放連メディアリテラシー・プロジェクト研究報告書―宮城・長野・愛知・福岡 4 地区に
おけるパイロット研究について 2003 年 3 月 社団法人日本民間放送連盟、東京大学院情報学環メー
ルプロジェクト 
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プ的な現状を再確認するものであった。 
















 d’CATCH Project は、アジア（東アジアと東南アジア）地域における西洋依的
な情報の偏向性を克服し、マスメディアだけに頼らざるを得ない状況が作り出す
国家間の葛藤や不通を少しでも解消できるオルタナティブなメディアの可能性を
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組みに問題があった。それらを修正する必要性が確認できた。  
 しかしながらこの d’CATCH の最大な問題点は時間的・経済的な負担であり、
それを克服するために試されたのが 2013 年と 2014 年に行われた日本（K 大学）











を前提とする d’CATCH のように深く話題を扱うことは難しい側面があった。 
 その他にはタイの NPO T.Y.N.C の設立者である Weera Suwannachot と日本のペ
クが、タイ政府の基金をもらって実施した「タイと日本の国交修立 120 周年プロ
ジェクト（Project for 120 year Japan and Thailand)」のように記念行事的に行われ
るものもあった。このプロジェクトでは日本の学生 5 名（東京、千葉、静岡、広
Krabi 出身）がお互いの家に泊まりながら、その街を紹介する映像を制作するも
のもあった。このプロジェクトは 2007 年 9月 20 日から 30 日までと 10 月 4 日か





















 調査の対象になったのはワークショップに参加した中国の CN 大学（20 名)、
インドネシアの V大学（8名)、フィリピンの S大学（15名)、タイの CL大学（8
名）の学生 51名である。男女比率は男 12名（24%）と女 39名（76％）である。
(表 1） 
表１ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
中国 CW LT LP LJ FQ CY XJ YM GZ WS ZQ PY CH LM ZJ TY WH ZL ZY FS 
インドネシア RK AR AS BS IF SS FM MA             
フィリピン EA EB SB KC ME MCE ML KM JM LO CP EP JS CS AV      




ンケート紙の回収率は、事前と事後でそれぞれ 80%と 98%であった。(表 2） 
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表２ China (20) Indonesia (8) Philippines (15) Thailand (8) 
questionnaire pre- post- pre- post- pre- post- pre- post- 
male 6 8 1 1 2 2 1 1 
female 9 11 5 7 10 13 7 7 
total 15 19 6 8 12 15 8 8 
R rate 75% 95% 75% 100% 80% 100% 100% 100% 



























 第 2 ステージであるワークショップでは、オムニバスビデオを制作する。同じ
トピックについて作られた各国の映像をつなげるために新しい映像を作るのであ























順に 3 つの答えを選択するものであった。（表 3） 
表３ Pre-questionnaire C I P T total order 
1 To keep working keep working hours and the deadline 5 1 1 0 7  
2 Considering other members of the same group 4 2 4 3 13  
3 Making an interesting story for script 3 3 7 5 18 3 
4 To give each team members a role 2 1 2 2 7  
5 Using advanced video production techniques 2 1 1 0 4  
6 To convey the problem awareness of the theme 7 0 9 1 17  
7 To understand the contents of the video of other countries 8 4 12 7 31 1 
8 Telling the meaning of your videos to other members 7 4 6 4 21 2 
9 Communication with other members in English 5 2 2 1 10  
10 others 2 0 1 1 4  
  45 18 45 24 132  
 
3 1. You are going to make an omnibus video to connect images with the same theme with students from different 
countries on d’CATCH2019 workshop in China. When  you do this connecting work, what do you think is the 




 最も選ばれた項目は第一が「To understand the contents of the video of other 
countries｣、第二が「Telling the meaning of your videos to other members」第三が




 その他には「relationship between members」(タイ 5)、「open my mind to look 
for and understand difference and similarities of different countries」(中国 3)、「make 
friends with each other」(中国 9）のように、作業そのものより人間関係に重点を
おくものや「execution must be done artistically and compelling」(フィリピン 7）の
ように成果物を大事にする意見があった。 
 一方で、各国の指導教員に対し、同じ質問を持って、簡単なインタビュー調査4
を行なった。中国の W 氏は 3・1・7、インドネシアの P 氏は 7・4・3、タイの J




が共通して選んだのは、学生たちにも第一として選ばれた「To understand the 







4 2018 年 1月 22日、13 時－15 時にワークショップの教員待機室にて、5 名の教員に対してそれぞれの
個人インタビュー実施 
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 第一の質問5は作業における役割に関するものであった。（表 4） 
表 4  China Indonesia Philippines Thailand 
1 director 3 0 5 0 
2 assistant-director 2 0 4 0 
3 scenario writer 0 0 8 1 
4 camera staff 10 1 4 4 
5 sound staff 2 0 3 1 
6 actor/actress 9 4 7 5 
7 editor 7 0 1 1 
8 team leader 1 0 2 0 
9 chairman for discussion 2 1 6 0 
10 no-role 0 0 1 0 
11 others 0 1 0 1 








有利なフィリピン学生たちは特に「scenario writer」と「chairman for discussion」
 














表５ post-questionnaire C I P T total order 
1 To keep working keep working hours and the deadline 4 2 6 1 13  
2 Considering other members of the same group 1 3 4 5 13  
3 Making an interesting story for script 13 5 10 5 33 1 
4 To give each team members a role 5 0 1 0 6  
5 Using advanced video production techniques 7 1 1 0 9  
6 To convey the problem awareness of the theme 9 2 8 5 24 3 
7 To understand the contents of the video of other countries 5 4 3 2 14  
8 Telling the meaning of your videos to other members 5 3 2 2 12  
9 Communication with other members in English 7 4 10 4 25 2 
10 others 1 0 0 0 1  
  57 24 45 24 150  
 
 最も選ばれた項目は第一は「Making an interesting story for script｣、第二が
「Communication with other members in English｣、第三は「To convey the problem 
awareness of the theme」であった。以上の結果から学生たちには言語の問題が最
 
6 What was the most difficult matters when you did “video connecting work”? Please choose no.1, no2, no.3 
according to difficulty for you. 
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changed not changed 
5 45 
 
7 Your original video was inserted and has become one of videos in omnibus video. Do you think the message 
























a  b  c  d  e  


















4 way split screen 
from:16:9 




 このグループのオムニバス映像は 23：08 分の長さである。その中で、ワーク
ショップで作られたコネクティングの映像は 3：03 分である。形式はドラマ・ス
神田外語大学紀要第33号 







 エンディングは四分割映像を使って、それぞれのメンバーが「Health is not just 
therapy（タイ)」「Health is work in Progress（フィリピン)」「Health requires 
constant exercise（中国)」「Health is harmony between human and nature（インドネ
シア)」と自分たちの言語で話し、「And health is endless」と結論つけている。 
 撮影はキャンパスとバーチャルスタジオの両方で行なっている。3：03 分の映
像に 20カットが使われている。一つのカットは約 9秒だが、特に c ではパンとド
リーを使ったローングテイクショットが使われている。登場人物はグループのメ
ンバー10 名全員である。 
 全ての映像は 16：9 の画面設定で撮影され、編集されている。 
 
４－２－２．インターナショナルチーム B：「Hope」Team 
 a  b  c  d  e 

































nation.（フィリピン)」「I pray to reach heaven that will become human eternal live 
and it gives me hope everyday.（インドネシア)」「Sometimes rules and regulations 
create discrimination. Many people may just need a unity.（タイ)」「Home is warm 
harbor that my family always bring me hope（中国)」という内容で、それぞれカト
リック、イスラム、仏教、金のユーカリの形式を取っている。 
 エンディングにはメンバー11名の集合映像と「Hope is the light in our lives. Hope 
is the ambiguity of our future. Hope is to depict the color of life. Hope is the sunshine 
full of the world. Hope is a never-ending power that is among us. Hope is Endless.」の
モノローグが流れた後､「Ang pag-asa ay walang hanggan. Hope is eternal.」
「Harapan tidak akan pernah berakhirThe hope will never end｣､「เพราะความหวงัไม่มวีนัสินสุด 
Due to hope never end｣、「希望永无止尽 Hope never ends」とそれぞれの言語で話




 編集をする映像設定は 16：9 画面比率で、コネクティング映像においても a、
b、c、d は 16：9 で作られているが、エンディングの e は 2.35：1 の画面であるた





a  b  c  d  e  
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 エンディングには「Love is Endless」と話す 22名の個々人のバストショットが
画面分割とオーバーラップで見せられている。コネクティング映像を一貫するス
トーリーはなく、各映像ごとトピックである「Love」について語り、また全体の
テーマである「Endless」と関連づけ Love は Endless であることをメッセージと
して発している。 
 撮影場所は教室と街のモールとスタジアムである。3：30 の映像に 23 カットが
使われた。b ではクローズアップとスローモーションと早送りを混ぜ、映像に緊
張感を持たせたり、eではタイムラップと画面分割も適用している。登場人物は
グループのメンバー11 名だけではなく、他のグループの学生 10 名と指導教員一
人が参加している。 
 全ての映像は 16：9 の画面設定で撮影・編集されている。 
 
４－２－４．インターナショナルチーム D：「Learning」Team a  b  c  d 
P I C 
1:47min./17cut frame:16:9 5:06min frm.16:9 1:28min./14cut frm.16:9 5:08min. frm.16:9 0.56min/17cut frm.16:9 5:57min frm.16:9 3:00min/ 37cut frm.16:9 
 
 このオムニバス映像は 23：32 分の長さである。その中で、コネクティング映像
は7：11分である。このグループはフィリピン、インドネシア、中国の 3カ国だけ
で構成されている。映像はトークショー形式をとっている。演出は一人のホスト










 撮影は大学のスタジオだけで行われ、CG が使われている。7：11 分の映像の中
で、85カットが使われ、一つのカットは平均約 5秒である。ホストとゲストの会
話で成立する映像なので、両方の視線を意識して撮影されている。登場人物はグ
ループメンバー9 名の中の 4 人である。 
 全ての映像は 16：9 の画面設定で撮影・編集されている。 
 
４－２－５．インターナショナルチーム E：「Imagination」Team 
a  b  c  d  e  



































 エンディングには「See the world with your imagination」というメッセージを
「用想想象力看世界｣、「Tingnan ang mundo gamit ang iyong haraya｣、「Lihatlah 
Dunia dengan Imajinasium」「มองโลกด้วยจนิตนาการของคุณ」の 4 カ国語の字幕で書いてあ
る。また最後には 2 段階映像のスタッフ役割がエンディングロールで流れる。 
 撮影はキャンパスのベンチがある一箇所の場所で行われた。2：21 の映像に 21
カットが使われ、一つのカットは平均 21 秒である。登場人物はグループのメン
























































よる情報の流れと影響だけを意識していた。2005 年にアメリカで YouTube が公
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